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ゃ
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・
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の
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検
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て

2防
2

E
f呈
詰
問
さ
れ
て
工
ニ
と
が

現掴電量盟

関.寺"醸原氏穫の民竜きとして強立さ，リt.北岡鑑三重
盗亙幽東酌同宣で耐.，臨時四)

f、司

元R.糧費賢明場内
元耐帽酬に飛闘を平師団して0 .奈良時代の
酬の建蜘を酬し曜日時と帽(ともに園

室，.ある.，.彫矢野建.)
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麿錨狸考盆2盆，.良附宅の盗土〉と

興福寺東盆盆(室町時代)

外観内配もに剛の嗣です.

衆侵略代，.らの伝統おる首しザ彰式

が 室町時代にも固く守己れてし渇

日出く叩2安..

(忘正画関右断聞図)
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察良市のおゆみ-市制100年
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仏旭科1M自明(傘町掬定)
{血 目Jr陶り明聞かそうJ.rムー J リパーJ.rオー
ミオ"ピ ノJ.rヂイープリバーJ・
Iλ嚇閉， ，，月"日脚叫勝文化セノタ} 聞
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路一了)]5-37 ""34-90211へ.
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グーゾ J ・ア〆ダーソノ特集(プルータ〆ゴ フ 4ド

ル ブ 7 ドル ンノコパーテプド タロ少，飽) 砂濁

費者 五 十戸風悶紀子，.，ヴァイオ 'J;，-) ・川縁7
，.，ヴ?イオ '!;， 1 催国雄江{ヅ4オラ¥，.0・E渇寛
(チェロ) 体像衣 {コノトラパス) 火傷符康(ピアノ}

グニエル ドヴイヨ {トラノペット) ・M 純 子阿

'・発，堅固一"月8日よ句史跡文化セ〆ターにて発売開

始電話予約'"目よ旬岡セJ ター{曾34-9021)

にて受付鵬 '噛噛同 文化醐視へ.
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'"レ四ナ ソウル別ンピピックでマラソン4岡

町通さ此ー臨定惜しι

|吋内l

軒で乗しみ判的ラシックft"'r;:観
しんでもらう引スマスコントト.醐

畑町醐惜しいお闘交えて仰と

とをを療しんでくださL、

とを…2I! 1 I 日午前8防犯分ヌタート.爾天決行
コース…鴻ノ帥瑚坤制回線→なら刊大通

旬錦町返し ・酬削 節!&-!OIII 時J特時〈

，，.仙の明k ( 10b1のみ市民以外何) . lf. HII~5

M φ1群生以上の男会 (.!<成年符"傑震符の本忽が必要)

在勤 在宅詳も可.，事'"園、雪国 小学， -.年生の男

女 (傑穫.の詠也カ，<要} 在学も可.駅伝=阿国5区
間 現女各中学校2チ -1，(中学佼震の承包が必要)

T-"1Olf毒 縦司"予生は“陥丹} 砂申し込み 市役
所体育標 各自候所公."に.え付けの".医に嘗.河ヰ

返信用はがSを添えて 1 Jl12Elまでに市役所体宵寝へ. 

• 
lとき，，，月別岬後2時一哨

l主催】 中央~J\::鎗なら幾友崎会

，. 貝，.と子、知人

l演奏省】 五十嵐由紀子 {ヴァイオリ〆)， *'・.Ill:(テ

<ロ)，k鍵銘.，ピアノ}

トルコ行溢陶(モーッ，.ト) 凪の谷のナウ
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I・し削 往復はがきにコ片一時同蜘希

建省令闘の名前年前性別電話.告すを，

いて ηIIIJlI1でに.，着で中央公民館 f干

棚上三.町23-4 D2ト 6506)"̂'. 

<J' ._舶は"月"図岬後2時から岡町

公開抽週.

l濁夷闘1

制L-~>J!H116 
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7Bは72月

~工イズの正しい知識を身につけよう~

1回 1毎回圃で帥て酬が臨されで以来輔脚蜘制v_199フ朝月間現在
州a<世界保健機関}によると ， '"万人咽劇附されてし啄>.
州 013:1988i1' l':~界的レ しでのエイ薄暗防此瞬間への差別闘の酬を図

る目的で "月1回世界主イズデーと酌エィってに闘する曹関蜘闘を閉し捜した.
川町万一一UN山 oS (11h1Iイ苅問冊目l奮闘叩「子ど
由時多慢のために!日イ加えよヨJをテーマとしてこの帽に取り臥叫す.

①電信8.OA・器、電・ゃパスの..ゃ李すりを介して感染する
こと~ありまtさん.
⑧食留を共用したり、閉じ軒狸を分甘て食べても感換しま包ん.

⑨置温ゃ水に含まれる題集にHI V (ヒト免債不全つィルス)~.趨

"oで、風呂やプル沼どで感擬すること隠M'包ん.
⑨H I VI;J:空気感染で".いので 包きゃくし0みによる111"震で肱

療検しません.

省同ットや銀、のみ.どから隠刺されたり績"しても聖書後しま笠~.

I-{;;{(~ 

E盈且a置iιi立d..&孟H
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自れてくる子どもた開条蜘た
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ベットボトルと飲料用紙パックも
リサイクルしましょう

今

ω誌き酔 .再生保金側閉してL ます



量み一一一一瞳 左堕三 」ー
私た色のライフスタィ"の変化とともにごみは

増え その内容もプラスチックt，どの発燃量の高
いむのが唱え続けています.

一年中休むこと忽〈飴使されでいる焼却炉は悲

喝を上げています.

。
脅器包策廃棄物を

比率でいえば

8 

|| 
7 

(奈良市のごみ緋山録)

6 5 4 3 2 '"黛}冗

H唱

14 

13 

12 

ご
み
の
鼠

「一一一一1容器包装リサイクル;去が実施されました卜一一一---，
一般廃酬の恥酬を占める明倫ガラスぴんベッ トボトル及び飲料川紙パ yク必どの容揖包接廃

棄物の分別収集と再商品化をす啄め ごみの~.と資源の{i効柑聞をするため 通弥 『容揖包滋りサイクル

法Jが平成9母4月か勺楽障されました.この稔檎は 槽賓E 自治体 ..有がそれぞれの貸任を分似し

三衡が協力して リサイクルをすすめるンステムです.

「販売届でも

回収されています。J

l 
F 

あなたの行か札るスーパーなどの必腐でも牛乳

パ7クや食品トレ 等句資源を凶収していま t.
買い物の析句に大いに利酬しまLょう.



?の回収方法はこのようになります。

:所連結所隣保傾 倒張所公民館での侃点回収

ペットボトルと飲科m賓tパックが加わηます.
下さい.) 

r 一 一一一 〈拠点での回収 〉一一 一一一一一一一一一「
市役所 出費所運s所 陽保館公民館 "殴置された周収容量 一みなさんが待ち寄るnUiです.
四倍と岨トレ-j::加えてペットボトルと酬"編パックの回収制訂

現 行

.空<00 .食品卜νー

。

12月1日から回収します

.飲科用極パシク
u，ooat 
以上)

市役所幽頚所連銘所隣保鰐'"土曜日 日曜日例目 年末年始公民館は月曜日祝日

及び年末年始は休みです.

L一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一



ベットボトルと飲料用紙パックなど
容~包裳リザ~イクル訟の実施に伴い 12月!日から市得

と 再生資銀分.収集モデ凡，'"区での分別収集ι品目に
(飲nltl.aパックは怠るぺ<"3団資狐司取にお:uし

「ーベ 再生資源分別収集モデル地区での回収を始めまずう一一一「

問問J開モデル亀山科B広大し平成岬'"現在山白山"醐世帯あま句
6遣しています."月1日からは 今までの空きili!ヒガラスびんに加え、ベットボト凡と飲拠開

紙パックが園駅品Uとして加わります圃

行

島815品品説品 |&むl
V !会立主会(i1i!?)i d 
~CêJ cel CEl 

! 市民の皆さんがごみ減量の主役です，自治会単位でこのをヂル事業に繍極的亡診加してくださしゐ i 

L 一一一一一一一一一一← 一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一 一一一一一一一一一 一ー一一一一一一一 一一一一一一一一一一 一一一一-，

出す時のマナー
せコかく分別して出しても 一人でもマナーをゆらない人がいるとリザイクルの作業に

大会広苦労をかけるニとにも忽ります.分別はリサイクルの第一多で寸 み危さん 人ひ

とりが少しづっ子問をかけるととにより リザイクルほ大き〈すすむのです

の

;|:::本陸
岨剛山山一山田~-.-

"ーフ門~~.u，，.~ 市 ーター B'U';t!'l 

制蜘入ヲてい日の
飲 l 肉衡の白いもの
料 | 蜘 d以ょのもの

閉 |依るぺ〈範囲貨車園眼に
紙!お尚し下さい

rて
ツ

闘~ I ク
写成9

回収できないもの

ソース冒隊"食用調・のペッ トボトル

君臨嗣 νu プー周ペットボトル密..その他のペットボトル

アルミ箔開いているもの

ロワ引のもの

闘が茶色い制

出す時の注意

乍自

伝 矛「

メい・

電参
紐Fよどでしぼって

進安



再生資源が製品になるまで
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古紙の回収量が年々湘えています.しかし回収するどけで'"

醐階品開酬に制附してこそリ判州油業として削

立ち 循照明の社会が第かれるのです.

購 入 の時は 合 同 @ 商品を選びましょう

。Vクイサ，，J そてわ
⑥
円、

を再HH
L
Y
可生再

。建議騒~
名制

品〈タ
ノートトイレット

ペーパー

~ 
伍v

|ごみにしないで持ってきてリサイクル|

巴
資源回取得では新鋼 纏践しダノポー

ルなどの古爺鍋や判巨額の符ち込みを受付

けています

集良市左京五丁目2暑地
.良市職塊清興セノタ 内

資源回収椙

〈受付時間〉

月 ~金曜日の午弾~，-句後4時，分

(~~flに当たる日も受付}

<h 法〉
工嶋で計量するまでに資源開校場へ持ち

込んで下さい.

8 
4野

tま• 聞新

リサイクルは私たちから

着

ごみ減量と

盲ダノポール

学習会で勉強中

.鴎飾コメント
この学習会を通じて 良川町指導型リサイクルでどう

いう事告すtHまごみ減量仁つ危がるのか 理解を深め

ていただき 市民の術憾の指導的役割を期待するとと

ろです

. 受傷生の一言

受鶴者Aさん
『リサイクルjずることが大山だけで匁く それ

以前に「ごみの減量化1をするニとも大切であること

を痛感しました.

受鵬者Bさん
払たち消費脅ほ「ごみ減量 'Jサイクル』を理U角隠し

愉カして実行に移す努力をしてい〈ニとが大切ですね，

8018 9900・"〒'"奈良向左京五丁目2番地 TEl.71 

次~の学習会にはあなたも
参加して下さい.

.偏集実行/奈良市環境，膏葺部資源対策 課

事自尊"月1自発符
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